
１ 指定管理者

(1)　指定管理者 社会福祉法人　川崎市川崎区社会福祉協議会　（川崎市川崎区砂子１－１０－２）

(2)　指定期間 平成１８年４月１日　～　平成２１年３月３１日

(3)　業務の範囲

２ 検証結果

検 証
１　最適な公共サービスの手法の選択 1
(1)　最適な公共サービス提供主体の選択 (1)
①　法制度上の必要性 ①

②　サービスの制度趣旨や社会状況 ②

③　サービスの質を担保する仕組み ③
　の存在

(2) 効率的な運営手法の検討 (2)
①　市民満足度の高いサービス提供 ①

②　施設運営の継続性、安定性、公平 ②
　性の確保

③　効率的、効果的な運用の確保 ③ 職員が利用者の意見や要望に耳を傾けることにより、利用者本位に即した効率的、効
果的な管理運営を行った。また、指定管理者がもつネットワークを活用して、広報活動
を行い、広く施設の運営状況の公開に努めた。

項　　　　目

日進町老人福祉センターの指定管理者制度導入についての検証

・老人福祉センターの業務
  利用証の発行、教養講座・レクリエーション等の実施及び場の提供、健康相談・生
  活相談事業、入浴事業
・施設等の維持管理に関する業務

施設の管理運営に関しては、協定書や健康福祉局指定管理予定者選定等委員会要
綱に基づき、指定管理者に毎年度事業報告書を提出させ、評価を実施することで継続
性、安定性、公平性を確保している。

老人福祉法第１５条第１項の規定により、公により施設の設置が可能である。また、公
が条例、規則等で公共サービスの提供を担保した指定管理者の導入も可能である。

教養講座や行事の実施にあたっては、指定管理者制度導入時に教養講座実施計画
書及び行事計画書を提出し、それに基づきサービスの提供を行った。指定管理者制度
導入以前からの利用者も多いことから、従来から実施している教養講座や行事につい
て、人気の高いものは継続を基本としつつ、指定管理者の創意工夫及び地域からの
要望等を取り入れ、質の高いサービスを提供した。

施設の設置目的は、無料又は低額な料金で、老人に関する各種の相談に応ずるとと
もに、老人に対して、健康の増進、教養の向上及びレクリエーションのための便宜を総
合的に供与することである。（老人福祉法第２０条の７より引用）
また、新実行計画においては、介護予防拠点としての機能を強化することにより、高齢
者の健康づくり、生きがいづくりの場として位置付けられている。老人福祉センターは、
今後も介護予防拠点としての機能強化や団塊世代の受け皿拡大等、本市の高齢者施
策の実現にあたり、引き続き重要な役割を担っていくため、行政の関与が低い「民営
化型」ではなく、「行政関与型」による運営方式が望ましい。

健康福祉局指定管理予定者選定等委員会要綱に基づき、健康福祉局指定管理予定
者選定等委員会により指定管理者の選定及び指定管理者に行わせた管理運営業務
等について評価を実施している。また、協定書には、市は指定管理者が行う管理運営
業務に対し、監査又は検査を行い、業務内容について報告させ、又は指示することが
できるものとすると定めているとともに、指定管理者が関係法令、条例等に違反したと
き、管理運営業務を履行しないとき又は履行の見込みがないと認められるとき等は、
指定の取消し又は期間を定めての管理運営業務の全部又は一部の停止を命ずること
ができると定めている。また、指定管理者は、利用者意見を把握するため、利用者の
声に常に耳を傾けたり、苦情受付体制として、弁護士、学識者、社会福祉士などの第
三者を含めた体制を組織し、苦情解決にあたった。
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２　サービス向上等 ２

(1)　安定性 (1)

【利用者数】

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度
利用者延べ人数 　　６０，４７２ 　　５６，３９２ 　　５１，３６１

【教養講座・行事回数】

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度
教養講座延べ回数 ２５５ ２４６ ２４４
行事数 　　５ 　１４ 　１４

(2)　公平性 (2)

(3)　専門性 (3)

(4)　創意工夫 (4)

【主な教養講座】
・コーラス教室　・詩吟教室　・健康体操教室　・絵手紙教室　・太極拳教室など
【主な行事】
・敬老の日のつどい　・健康フェア　・発表会作品展　・囲碁将棋大会など

３　コスト検証 ３
算定方法

４　施設の安全性 ４
大規模修繕の必要性

５　総　　括 ５
　 成　　果

利用者の満足度を向上させるため、指定管理者の柔軟な発想を活用した各種教養講
座及び行事を実施する等、市民サービスの向上に向けた創意工夫がなされている。

指定管理者制度導入以前と比較して、利用者数は減少傾向にあるが、講座や行事数
は比較的安定しており、市民に対して安定したサービス提供を行っていると考える。利
用者数は、業務実績の１つの指標となることから、今後は指定管理者ならではの創意
工夫により、利用者数を伸ばすことが課題であると考える。

利用者から出される意見や要望等について、これらを施設運営などに反映できるよう
仕組みづくりが出来ており、利用者に対するサービスの公平性は確保されていると考
える。また、利用者や地域住民等から市へ出された意見や苦情等についても、指定管
理者と協議し、必要な事項については、指定管理者等へ指導を行っている。

当施設は平成１７年度まで、川崎市社会福祉協議会に管理委託しており、平成１８年
度から川崎区社会福祉協議会が指定管理者として、施設の管理運営にあたることと
なった。この点から、事業展開自体は以前と大きく変更されたわけではなく、従来から
の事業を引き継ぎながらも、利用者からの要望への対応や、経費節約などに即対応
するなど、指定管理者の導入に伴い、より市民サービス向上へ向けた運営ができるよ
うになった。老人福祉センターは、今後も介護予防拠点としての機能強化及び増加す
る高齢者の受け皿として、本市の高齢者施策を実現するための重要な役割を担って
いく施設であり、指定管理者の創意工夫により更なるサービスの向上が期待されるた
め、引き続き指定管理者制度による管理運営が望ましいと考える。

指定管理委託料の内訳は、人件費８７％、事務費６％、事業費７％となっており、大部
分を人件費が占める。職員のうち非常勤職は看護師がおり、月報酬が２００，０００円
である。これは市の同等の非常勤報酬額１９４，３００円と比較すると、ほぼ妥当である
と考えられる。また、賃金職員として労務補助員がおり、時間給８６０円である。これは
市の同等の臨時的任用職員の時間給８９０円と比較しても、ほぼ妥当であると考えら
れる。

事務費は、主に消耗品費、印刷製本費、修繕費、通信運搬費、業務委託料に充てられ
ている。事業費は、教養講座及び行事の報償費、教養娯楽費などに充てられている。
事務費、事業費ともに事業実績等を考慮して、管理運営を行う上で妥当な金額である
と考えられる。

当施設は、福祉センター内にあり、盲人図書館・日進町こども文化センターなどとの複
合施設となっており、施設の老朽化、耐震強度不足があるが、今後は福祉センターの
再編及び移転計画があり、これらを考慮した場合、施設の修繕や改修については、必
要最小限に留めておくことが得策と考えます。

指定管理者が有する専門性や人的ネットワークを活用して、従来のサービス以外にも
新たなジャンルの企画を実施することが可能となった。今後は、職員の専門性をさらに
向上させるための、研修体制の強化を進めていくことが課題であると考える。
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